様式Ｃ－１－２

平成　年度最先端研究開発戦略的強化費補助金(最先端研究基盤事業)

繰　越 （ 翌　債 ） を　必　要　と　す　る　理　由　書
	機関名：
	事業概要　　※2～3行程度

	事業番号／事業名：
	

	繰越(翌債)承認要求額：                          円
	

	＜当初計画＞
	＜変更後の計画＞
	事   由（注）

	
	
	記号等　             (                                               )

	
	
	＜具体的事由＞ （※）

	
	
	

	繰越事由の発生した時期
平成  年  月
	補助事業の完了時期
平成  年  月  日：  ヶ月延長
	


　※具体的事由の記載が必要な記号等による場合のみ記載して下さい。　　　 　 （１）

	事業番号
	
	

	事 業 名
	

	

	繰越（翌債）承認要求額の内訳

	翌年度に繰越して使用する経費（合計）
	設備整備費
	開発運用費

	
	設備本体
	据付工事費
	物品費
	旅費
	謝金等
	その他

	円
	円
	円
	円
	円
	円
	円

	（算定根拠）



（２）
	（注）以下の事由（記号等）については、具体的な内容の記載をすること
	具体的な内容を記載する必要がない事由（事由（記号等）のみを選択）

	①キ　計画に関する諸条件（新たな知見の発見）
（研究協力者の確保難）
（装置の開発遅延）
（機器の故障）
（その他（内容））
⑥ウ　資材の入手難　　  （資材及び資料の入手難）
（マウス等実験動物の確保難）
（その他（内容））
	①エ　計画に関する諸条件（計画の変更）
⑦ア　研究に際しての事前調査
⑦イ　研究方式の決定の困難
③ア　気象の関係（豪雨）
③イ　気象の関係（豪雪）
③ウ　気象の関係（風浪）
③エ　気象の関係（その他）


